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認知症の⽅が安⼼して利⽤できる
鉄道を目指して
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自己紹介
所属 豊橋鉄道（株）総務部
名前 赤川景子（あかがわけいこ）
仕事 保健師

→豊鉄グループの健康管理＋α
好きなもの

①はにわ・土偶
②古代エジプト



本日の内容
１．会社概要

２．活動の概要

３．取組みの理由

４．目指すところ



１．会社概要



会社概要
社名 豊橋鉄道株式会社
本社 豊橋市駅前大通1丁目46-1

豊鉄ターミナルビル5階
資本⾦ 1億円
創⽴ 大正13年3月17日
主な事業 鉄道旅客運輸事業

軌道旅客運輸事業
付帯事業 不動産事業

広告事業
代表取締役社⻑ ⼩笠原敏彦
従業員数 204名（R3.7.31現在）



豊鉄グループ



２．活動の概要



どんな活動をしているの︖

認知症研修を

かつ

に実施



認知症研修を実施するまでの経緯
課⻑、愛知県からONEアクション研修という認知症

研修の説明会をやるって⼿紙が来てます︕

ONEアクション研修︖そういえば、うちは昔認知症
サポーター講座を受けたけど、それっきりだったね。

社内講師を養成すれば少人数で何回も継続して研修
できますし、認知症の知識は仕事でもプライベート
でも役⽴つと思います︕説明会⾏ってみませんか︖

そうだね。従業員が認知症の知識をもって接客でき
るとお客様が安⼼して鉄道を利⽤できて社会貢献に

もつながるね。⾏ってみよう︕

・・・というわけで、総務部3名で愛知県の説明会に
出席し、2021年から認知症研修の取組みをスタート
させることになりました。



認知症研修
▶対象者 従業員全員
▶実施頻度 1回／月 ※1回あたり12名
▶内容 認知症サポーター養成講座

＋ONEアクション研修
▶所要時間 約2時間
▶講師 社内講師（2名）



【参考】ONEアクション研修
▶対象
認知症の方と接する機会の
ある企業

▶方法
職場の⾝近な事例を⽤いた
グループワーク
認知症の⽅と接する身近な場
面について、実際にどのよう
に支援をしたらよいのかを考
える参加型の研修

画像引⽤︓「認知症の人にやさしい企業サポーターONEアクション研修」を実施する企
業を募集しています（愛知県）
https://www.pref.aichi.jp/soshiki/chiikihoukatu/oneaction.html

https://www.pref.aichi.jp/soshiki/chiikihoukatu/oneaction.html


認知症研修
認知症サポーター講座 ONEアクション研修

・基本的な知識を学ぶ
・認知症サポーターの役割を
学ぶ

・事例を元にどのように⽀援す
ればいいのかグループワーク

・ロールプレイで発表

認知症の正しい知識を学び、学んだことをどのよ
うに⽀援に生かすのかを考えます。



実績
１．豊橋鉄道での受講済人数（R4.2.28現在）

78名／200名（39%）
※豊鉄バスはR3.12〜 4名実施済

２．新入社員に対する認知症研修
令和3年度〜



実績
２．あいち認知症パートナー企業への登録

愛知県内の
公共交通機関では
初めての登録︕



３．取組みの理由



認知症をお持ちの⽅が
鉄道やバスを利⽤するとき、
どのようなことにお困りに
なるのでしょうか︖



認知症をお持ちの⽅が
困りやすい事

・券売機、チャージ機の使い分け、操作方法、表示内容が
わからない

・乗り場や出口等の目的地にたどり着けない
・必要な案内表示が⾒つからない
・乗⾞路線、降⾞駅・バス停、乗換方法がわからない
・現在地がわからない
・⼿荷物を置き忘れてしまう
・係員の居所、呼び方がわからない

国土交通省（2020年12月）︓公共交通事業者等における認知症の人への対応に係る職員教育の充実に関する調査研究業務 報告書、
https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/barrierfree/content/001405747.pdf

このような困り事に対して適切な⽀援ができれば、安⼼
して鉄道・バスをご利⽤いただけるのではないか︖︖

https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/barrierfree/content/001405747.pdf


認知症は「じぶんごと」

だから、認知症研修は従業
員自身のためにも必要です。



認知症はじぶんごと
▶自分のこと
将来的に認知症になるかも︖

▶家族のこと
両親や祖⽗⺟が認知症で介護
をしている、施設にいる

▶仕事上のこと
あの時のお客様は認知症だっ
たのかもしれない

今から正しい知識を学ぶことで、その知識
がいつか必ず役に⽴つときがくる︕



鉄道もバスも「公共交通」

地域の皆さんがもっと安⼼して
利⽤できる公共交通を目指した
ら・・・



地域社会への貢献

画像引⽤︓愛知県（2020年12月）︓あいちオレンジタウン構想第2期アクションプラン概要版、3ページ（愛知県認知症施策推進
条例） https://www.pref.aichi.jp/uploaded/life/329836̲1331606̲misc.pdf

いつまでも住み慣れた豊橋で暮らすために

公共交通事業者としてまちづくりに貢献できる可能性

https://www.pref.aichi.jp/uploaded/life/329836?1331606?misc.pdf


鉄道会社が認知症研修に
取り組むワケ

１．従業員のために
•認知症は他人事ではなく「じぶんごと」
•認知症は仕事だけでなく、プライベートでも必要な知識

２．お客様のために
•お困りのお客様に気付く
•正しい知識を持ち、安全に配慮した接遇を目指す

３．地域社会への貢献
•公共交通は全ての人にとって社会とつながる重要な「足」
•認知症があっても自分らしく暮らせる街づくりに貢献したい



４．目指すところ



目指すところ
認知症の有無にかかわらず
障がいの有無にかかわらず

安全に・安⼼して
利⽤していただける公共交通

全てのお客様に

「豊鉄があるから安⼼して外出
することができる」と

お客様から言っていただける
ような公共交通を目指したい



認知症をお持ちの⽅が
社会とのつながりを持ち続けるために

公共交通機関がやれること
＝安⼼して外出するための
「足」になること



ご清聴
ありがとうございました


